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1. 緒言 

グラフェンナノリボン (GNR) は炭素原子のハニカ

ム構造が 1 次元に成長した単層物質であり、バンド

ギャップが一次構造に厳密に依存することから次世代

の電子材料として応用が期待されている。近年、前駆

体分子を金属表面で加熱することにより構造が高度に

制御された GNR を簡便に合成する表面合成と呼ば

れる手法が確立された 1)。この手法を用いて、エッジ

構造や幅などの一次構造を変化させ GNR の電気特性

を変化させようとする試みが盛んに行われている 2)。

また、新しい物質探索の一環として GNR の末端を別

の構造をもつ分子などで化学的に修飾する研究が行わ

れている。これまでの末端修飾は、フタロシアニンな

ど強固な化学構造を有する安定な分子を、完成した

GNR に共吸着させて加熱して縮合させることで行わ

れた 3,4)。しかし、さらなる機能分子の探索のためには、

これまで異なる組成の分子を末端修飾に用いる別の合

成アプローチが必要である。本研究では GNR を表面

合成する途中行程でナフチル基を有するπ共役分子を

共吸着させ反応させることで、末端修飾した GNR を

生成することに成功した。さらにその末端が分子ス

イッチとして働くことを明らかにしたので報告する。 

2. 手法・結果・考察 

 ア ームチェア型 GNR の前駆体である 10, 

10’-dibromo-9, 9’-bianthryl を蒸着しあらかじめ 470 K

に加熱した Au(111)表面にナフチル基を有する

9-bromo-10-(1-naphthyl)anthracene (9BNA, Fig. 1A) を室

温で蒸着し再度 670 Kまで加熱することによりサンプ

ルを作製した。そのサンプルを、超高真空下、5 K に

おいて走査トンネル顕微鏡・原子間力顕微鏡(AFM)に

よって測定したところ、9BNA が末端に結合し脱水素

縮環した構造を持つ複数の修飾末端が観察された(Fig. 

1)。CO 修飾探針による炭素骨格 AFM イメージング 5,6) 

によって、Fig. 1B の像の末端は、ナフチル基の端が立

体反発により面直方向に突き出た構造であることが示

された。この Bの末端に対して面直に探針を接近させ

ところ、立体構造が異なる C の構造へと変化した。同

様に Cに探針を接近させることで、Bへと変化させる

ことができた。この立体構造変化は繰り返し行えるこ

とが確認できたため、生成した修飾末端は分子スイッ

チとしての機能を有することが明らかとなった。 

3. 結言 

 本研究ではナフチル基によって末端が修飾された

GNR の合成に成功し、その部位が分子スイッチとして

の機能を有することを明らかにした。この末端修飾法

によって分子スイッチをはじめとする GNR の新規利

用法の開拓が期待される。 
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Fig. 1 (A) 9BNAの化学構造 (B, C) 末端修飾された

GNR の AFM 像 


